
 

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

身身
体体
障障
害害
者者
・・
知知
的的
障障
害害
者者
相相
談談
員員
専専
門門
研研
修修
会会

全全
道道
かか
らら
六六
十十
一一
名名
がが
受受
講講
〜〜
全全
道道
統統
一一
的的
なな
資資
質質
向向
上上
をを
図図
るる
〜〜

北
海
道
・
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
主
催
の
「
平
成
二
十
年
度
身

体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
相
談
員
専
門
研
修
会
」
が
十
一
月
十
日
�
に
、

身
体
障
害
者
相
談
員
四
十
二
名
、
知
的
障
害
者
相
談
員
十
九
名
が
参
加
し

て
札
幌
市
内
の
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
全
道
の
身
体
障

害
者
相
談
員
と
知
的
障
害
者
相
談
員

が
、
障
害
者
か
ら
の
更
生
援
護
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
る
際
に
必
要
な
知

識
、
面
接
技
術
等
の
習
得
の
機
会
を

設
け
、
相
談
員
の
全
道
統
一
的
な
資

質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

開
会
に
当
り
、
主
催
者
の
北
海
道

保
健
福
祉
部
障
害
者
保
健
福
祉
課
荻

野
弘
幸
主
幹
が
、「
障
が
い
の
あ
る

方
に
き
め
細
か
な
支
援
を
行
う
に
当

た
っ
て
は
、
地

域
に
お
け
る
身

近
な
相
談
者
で

あ
る
皆
様
方
の

役
割
は
非
常
に

重
要
で
あ
り
、
障
が
い
の
あ
る
方
や

ご
家
族
の
様
々
な
悩
み
や
問
題
の
解

決
に
向
け
て
、
適
切
な
助
言
等
を
行

わ
れ
る
よ
う
お
願
い
す
る
。
今
回
の

研
修
で
学
ば
れ
た
知
識
や
技
術
を
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
関
係
者
に
広
め

て
ほ
し
い
。」
と
挨
拶
し
た
。

《
行
政
説
明
》

同
課
地
域
支
援
グ
ル
ー
プ
高
濱
勝

則
主
査
か
ら
、「
障
害
者
相
談
員
」

等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
道
内

の
身
体
障
害
者
相
談
員
の
配
置
数
は

四
一
八
名
、
知
的
障
害
者
相
談
員
は

二
〇
七
名
で
、

障
害
者
へ
の
相

談
支
援
活
動
は

も
と
よ
り
、
社

会
参
加
促
進
等

の
地
域
活
動
の
担
い
手
、
行
政
と
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
重
要
な
役
割
が
あ

る
こ
と
。
ま
た
今
年
三
月
末
で
の
身

体
障
害
者
手
帳
交
付
者
数
が
二
八

九
、六
九
二
名
、
療
育
手
帳
交
付
者

数
が
四
一
、一
二
〇
名
で
あ
る
等
と

説
明
し
た
。

《
講
演
Ⅰ
》

「
障
害
者
の
権
利
と
法
律
」
と
題
し

て
、
札
幌
弁
護
士
会
の
竹
田
美
由
紀

弁
護
士
か
ら
講
演
が
あ
っ
た
。
講
演

内
容
は
、法
律
、

財
産
管
理
、
消

費
者
被
害
、
犯

罪
被
害
を
受
け

た
場
合
の
対
処

等
広
範
囲
に
わ
た
っ
た
。

〔
財
産
管
理
〕
成
年
後
見
人
は
基
本

的
に
親
族
が
多
い
が
、
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ
た
め
弁
護
士
等
第
三
者
に
依
頼

す
る
例
も
多
い
。
親
族
間
の
犯
罪
は

発
覚
し
に
く
い
の
で
、
親
が
健
在
の

う
ち
に
申
立
て
を
し
て
お
く
こ
と
も

大
切
。
身
寄
り
の
な
い
人
の
財
産
侵

害
に
対
し
て
は
、
申
立
て
に
よ
り
市

町
村
長
が
後
見
人
に
な
り
対
抗
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

〔
消
費
者
被
害
〕
契
約
の
意
味
を
理

解
し
て
い
な
い
場
合
は
契
約
の
不
成

立
と
な
る
が
、
裁
判
で
は
認
め
ら
れ

に
く
い
の
で
、
早
め
の
対
応
が
重
要

で
あ
る
。

〔
借
金
へ
の
対
処
〕
借
金
し
た
こ
と

も
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
請
求

書
が
あ
る
場
合
は
要
注
意
。
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
金
利
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士

介
入
に
よ
り
借
金
の
減
額
や
過
払
い

で
戻
る
こ
と
も
あ
る
。

《
講
演
Ⅱ
》

「
障
害
者
権
利
条
約
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
、
Ｄ
Ｐ
Ｉ
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
の
西
村
正
樹
議
長
か
ら
講
演
が

あ
っ
た
。
こ
れ

ま
で
の
国
際
的

な
人
権
・
権
利

に
関
す
る
条
約

は
八
つ
あ
る

が
、
障
害
者
権
利
条
約
ほ
ど
当
事
者

が
参
加
・
議
論
し
て
作
ら
れ
た
条
約

は
な
い
。�
私
た
ち
の
こ
と
は
私
た

ち
抜
き
で
決
め
て
は
な
ら
な
い
�
と

の
障
害
者
の
主
張
に
よ
り
、
条
約
内

容
の
実
に
八
割
は
障
害
者
や
家
族
の

意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。条
約
の
特
徴
的
な
内
容
と
し
て
、

障
害
と
障
害
者
の
定
義
が
上
げ
ら
れ

る
。○
障
害（
デ
ィ
ス
ア
ビ
リ
テ
ィ
）

と
は�
徐
々
に
発
展
し
て
い
る
概
念
�

で
あ
る
。
○
障
害
者
と
は
長
期
の
身

体
的
、
精
神
的
、
知
的
又
は
感
覚
的

な
機
能
障
害
（
イ
ン
ペ
ア
メ
ン
ト
）

の
あ
る
人
を
含
み
、
こ
れ
ら
の
機
能

障
害
は
種
々
の
障
壁
と
相
互
に
作
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
者
と
の
平

等
を
基
礎
と
し
て
社
会
に
完
全
か
つ

効
果
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
妨
げ
る

こ
と
が
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。

《
研
修
》

道
立
心
身
障
害
者
総
合
相
談
所
相

談
判
定
課
米
田
浩
二
相
談
係
長
の
研

修
講
義
「
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
へ

の
相
談
・
面
接
の
あ
り
方
」
が
行
わ

れ
た
。
面
接
に
際
し
て
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
が
最

も
重
要
で
あ

り
、
人
権
に
配

慮
、秘
密
厳
守
、

傾
聴
、
共
感
の
姿
勢
で
臨
む
こ
と
。

相
手
の
話
し
を
上
手
に
聞
く
こ
と
は

簡
単
な
よ
う
で
難
し
い
が
、『
私
の

話
を
聞
い
て
く
れ
た
』と
の
こ
と
で
、

自
分
で
解
決
し
よ
う
と
の
気
持
ち
に

な
る
も
の
等
と
講
義
し
た
。

最
後
に
受
講
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

寄
ら
れ
た
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
事
で
問
題
に
な
っ

た
り
、
や

り
た
い
事

が
制
限
さ

れ
る
な
ど
、

あ
っ
て
は

な
ら
な
い

と
思
う
。

�
障
が

い
者
�
と

い
う
人
間

で
は
な
く
、

一
人
の
人
間
と
し
て
望
む
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
応
援
す
る
仕
事
だ
っ
た

と
改
め
て
知
っ
た
。
支
援
の
機
関
、

法
律
な
ど
地
域
で
支
え
て
い
る
人
々

の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
良
か
っ

た
。
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町町
村村
協協
会会
だだ
よよ
りり
��
（（
空空
知知
支支
庁庁
管管
内内
沼沼
田田
町町
））

〜〜
十十
年年
毎毎
のの
記記
念念
式式
開開
催催
・・
記記
念念
誌誌
発発
行行
続続
けけ
るる
〜〜

第
四
十
二
回
目
と
し
て
紹
介
し
ま

す
協
会
は
、
空
知
支
庁
管
内
の
北
部

に
位
置
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ

ビ
小
説
「
す
ず
ら
ん
」
の
ロ
ケ
地
と

な
っ
た
町
で
、
雪
を
冷
蔵
に
利
用
し

て
鮮
度
を
保
つ
「
雪
中
米
」
が
特
産

物
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
町
の
沼
田

町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
澤
田
秀

雄
会
長
）で
す
。

同
協
会
は
、

町
か
ら
補
助
金

を
支
給
す
る
の

で
組
織
を
結
成

し
て
は
と
呼
び

か
け
ら
れ
、
昭

和
三
十
八
年
に

二
十
三
名
の
有

志
に
よ
り
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

役
員
及
び
執
行
体
制
は
、澤
田
会

長
を
筆
頭
に
、顧
問
若
干
名
、副
会
長

三
名
、庶
務
一
名
、会
計
一
名
、監
事

二
名
、地
区
役
員
五
名
、身
障
相
談

員
・
結
婚
相
談
員
各
一
名
、役
場
内
担

当
者
二
名
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

主
な
年
間
行
事
及
び
活
動
内
容

▼
一
月
…
新
年

交
礼
会

▼
二
月
…
定
期

総
会

▼
三
月
…
新
し

い
条
例
等
の

研
修
会

▼
四
月
…
空
知

支
庁
地
区
協

会
総
会
へ
出

席
▼
五
月
…
町
内
公
園
で
の
花
見
会
へ
の

参
加

▼
七
月
…
空
知
支
庁
地
区
身
障
大
会

へ
の
参
加

▼
八
月
…
身
障
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
親
睦
会

▼
九
月
…
全
道
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参

加
▼
十
月
…
空
知
支
庁
地
区
身
障
役
員

及
び
職
場
開
拓
合
同
研
修
会
参
加

▼
十
一
月
…
施
設
研
修
・
交
流
会

▼
十
二
月
…
年
末
ふ
れ
あ
い
の
集
い

時
報
の
発
行

と
配
布

▼
役
員
会
の
開

催
（
年
四
回

以
上
）

▼
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ

▼
旭
川
市
ほ
か

五
町
と
の
交

流
会
実
施

▼
健
常
者
と
の
海
水
浴
交
流

▼
町
内
清
掃
活
動
へ
の
参
加

▼
相
談
員
等
に
よ
る
巡
回
訪
問
活
動

沼
田
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
Ｐ
Ｒ

同
協
会
で
は
、
数
々
の
取
組
み
を

積
極
的
に
実
施
し
て
お
り
、
会
員
が

参
加
出
来
な
い
際
は
、
家
族
の
参
加

を
認
め
る
な
ど
、
幅
広
く
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
十
年
毎
に
記

念
式
の
開
催
及
び
記
念
誌
の
発
行
を

行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

町
内
に
あ
る

幌
新
温
泉
の
協

力
を
得
て
、
入

浴
割
引
券
を
発

行
す
る
な
ど
、

町
内
の
業
者
と

も
連
携
を
図
り

活
動
し
て
お
り

ま
す
。
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0
1
�

2
3
4

リ
フ
ト
付
貸
切
バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
七
七
一
�
九
五
五
六

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

竹田美由紀弁護士

西村正樹議長

米田浩二係長

高濱勝則主査

障害者相談員の皆さん

荻野弘幸主幹定期総会の様子

空知管内スポーツ大会参加

空知管内福祉大会参加

町内施設研修会
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�第三種郵便物認可（平成２０年１１月２５日）




